





いる。UNESCO (2020b)によると、2020 年 3 月から 4 月にかけて、世界全体で約 1.5 億人
の学習者(登録されている児童・生徒・学生のうち 84％)が休校等による影響を受けたとされ










ため、教育の質保証の問題が考えられる(Bao, 2020; UNESCO, 2020a)。オンライン教育や
遠隔教育は、従来地理的に登校が不可能な学生を対象に設置されており、学生自身が選択し
て参加し自己管理が重要となるため、教員が学習者の授業参加を管理することは困難であ
る(Bao, 2020; Moore, Dickson-Deane, & Galyen, 2011)。つまり、現在のようにコロナ禍で
選択肢がない状態でのオンライン授業を実施するにあたって、学生が授業に集中し続ける































ⅢA(2 クラス)、総合英語Ⅲ(1 クラス)を受講する学生全 210 名に対して、4 月の授業開始時
に Google フォームを用いて事前質問紙調査を行った。Zoom 授業開始前にポータルサイト



























































ドを作成した。春 2 学期の授業の進め方は、春 1 学期に行った様々な活動を通して、学生
がどの活動に苦手意識を感じるのかを Zoom の手を挙げる機能を用いて調査し、授業の流
れを決定した。表 1 は授業の大枠と配慮した部分を表している。尚、オンラインコースが 1
レッスン 45 分から 60 分を想定していること、学生のデータ使用容量への配慮から、1 回

















図 2 学生の受講環境に関する調査結果１ 図 3 学生の受講環境に関する調査結果 2 
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4) 選択問題 解答ボタン または チャット 他の人の意見を見せる 
5) 記述問題 教員のみへのチャット 間違えても良い状態にする 
6) まとめ 退室前にカメラオン  
 































 上記のような Zoom 授業で学生がどの程度授業に参加したのか、またどのようなコミュ





表 2 筆者担当授業と履修登録学生 
 












1 C 31 








2 A 36 
 
 筆者が担当した授業、履修登録学生の学科と人数は表 2 の通りである。経営学科を対象
とした総合英語Ⅲ(授業 4)は、セメスター教科だが、他の授業とのデータの一貫性を持たせ
るため、春 2 学期期間のデータのみを使用した。授業 3 は C レベルだが、他の B レベル 1
年生対象授業(授業 1 と 2)と大きなレベル差が見られないため、1 年生対象授業(授業 1―3)
は共通した内容で行った。授業 5 と授業 6 では、リアリーイングリッシュ社のレッスンだ
けでは簡単すぎることが多いため、発展した内容で授業を行った。少しレベル差が見られる
ため、A レベルの授業 6 では応用問題を省略することがあったが概ね同じ内容の授業を行
った。授業 4 では、シャドウイング以外は 1 年生授業とほぼ共通した授業の進め方だった。 
 
３－２ 結果 
 はじめに、チャットに入力されたデータから、出席者数、発言数について調べた。表 3 は、
授業への出席者数を表している。平均出席者数を履修登録された学生数と比べると、授業１
は 75%、授業 2 は 76%、授業 3 は 81%、授業 4 は 69%、授業 5 は 84%、授業 6 は 81％と
なり、授業 4 の出席率が低かった。尚、授業 2 は Day3 で教員側の技術的トラブルがあっ





表 2 各回の Zoom 授業出席者数  
Day1 Day2 Day3 Day4 Day5 Day6 Day7 Day8 
1 31 31 33 35 24 34 33 22 
2 33 32 
 
32 31 29 29 33 
3 28 25 26 26 24 22 22 23 
4 28 23 27 21 23 24 26 24 
5 20 20 20 24 22 22 21 20 
6 27 32 28 29 29 29 31 27 
  
 次に、各授業におけるチャット上の発信総数(出欠連絡を除く)を調査したところ、表 4 の
ような結果になった。チャットに記入されている発信総数に対して、学生の発信は 50%以
上となり、100%の時もあった。授業 1 の Day2 では、教員側の技術的トラブルがあり、授
業が早く終わったため、発信数が極端に少なくなっている。 
 
表 3 チャット上の発信数 
  Day1 Day2 Day3 Day4 Day5 Day6 Day7 Day8 
1 
学生発信総数 107 8 202 88 42 208 64 57 
発信総数 135 13 220 99 68 213 80 91 
学生発信割合 79% 62% 92% 89% 62% 98% 80% 63% 
2 
学生発信総数 88 77  56 69 98 78 102 
発信総数 126 78  57 115 112 112 108 
学生発信割合 70% 99%  98% 60% 88% 70% 94% 
3 
学生発信総数 83 55 76 42 43 92 56 62 
発信総数 106 62 94 53 75 120 74 90 
学生発信割合 78% 78% 89% 79% 57% 77% 76% 69% 
4 
学生発信総数 69 93 33 19 30 37 27 17 
発信総数 76 96 34 33 34 37 42 20 
学生発信割合 91% 97% 97% 58% 88% 100% 64% 85% 
5 
学生発信総数 68 85 104 126 103 80 104 57 
発信総数 94 128 105 174 104 80 106 89 
学生発信割合 72% 66% 99% 72% 99% 100% 98% 64% 
6 
学生発信総数 50 92 87 99 85 66 93 35 
発信総数 72 143 88 137 118 66 142 67 
学生発信割合 69% 64% 99% 72% 72% 100% 65% 52% 
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 図 4 は、各授業における学生発信の変化を示す箱ひげ図である。授業 1 では、一人当た
りの発言数が授業内容によって差があり、特に文法演習を行った Day3 や Day６では一人
の学生が突出して多く発言していた。授業 2 と授業 3 では一人当たりの発言数は授業 1 に
比べると少ない時があるが、毎回複数回発言する学生が多い様子が分かった。授業 4 では








図 4 各授業における学生の発信数の変化 
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バラツキや変化がみられる 1 年生対象科目(授業 1)と一人当たりの発言数が比較的安定して

















表 5 チャット内の発信コードとカテゴリー 
カテゴリー コード 
1 年生(授業１) 
Day1 Day2 Day3 Day4 Day5 Day6 Day7 Day8 
教員指示 授業内指示、
問題、解答 
5 3 5 10 9 0 8 6 
フィードバック 肯定、否定 23 0 12 0 17 4 7 26 
個人応答 連絡への応答 1 3 1 0 0 1 0 2 
出欠確認  34 32 28 36 22 31 33 19 
問題への解答 解答、訂正 105 0 112 64 28 128 48 34 
ウォームアップ 全体送信 0 0 83 22 15 74 14 11 
連絡 質問、連絡 2 3 0 2 1 3 1 4 
挨拶 挨拶、感想 3 6 5 1 0 2 2 3 
  
2 年生(授業 5) 
Day1 Day2 Day3 Day4 Day5 Day6 Day7 Day8 
教員指示 授業内指示、
問題、解答 
4 1 1 8 0 0 0 8 
フィードバック 肯定、否定 20 42 0 37 0 0 20 25 
個人応答 連絡への応答 1 0 0 0 1 0 0 0 
出欠確認  17 19 16 19 15 20 19 16 
問題への解答 解答、訂正 33 65 27 114 80 73 115 52 
ウォームアップ 全体送信 34 19 82 23 20 7 7 11 
連絡 質問、連絡 2 0 0 0 1 0 0 0 
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いた。また、授業 1 では毎回”Good morning”や「ありがとうございました」といった「挨
拶」を授業開始及び終了時に送る学生が数名いた。授業 5 においては、「ウォームアップ」
への発信が「問題への解答」を上回る日があった。また、教員からのチャットを通じてのフ






図 5 チャット内のコード出現する流れ 
 
図 5 は、表 5 で紹介されたコードが各授業で出現する順番や流れを示すチャートである。
このチャートを見ると、1 年生対象の Day1 では、授業の進め方が確立しておらず、ウォー
ムアップで使われる語彙問題等も教員個人に送る形式であったため、全体の発言数が比較





2 年生対象の授業 5 では、Day3 で「ウォームアップ」が多く出ているが、この日は文法を
中心的に行っており、20 問の文法問題があったことや、複数人がほぼ同時に 1 問に答える
ことが多かったためと考えられる。授業 5 では、Day4 や Day6 のように個人でじっくり考
える活動を行った後、理解を確認する quick review として全体に解答を送る早い者勝ち形
式を取ることもあった。授業 5 では学生個人の解答の際に教員からの解答提示や問題指示
が授業 1 に比べて少ない。また、教員からのフィードバックが随時行われている回(Day2, 

















ャット上では学生が発言を多くしていた様子が伺えた。図 4 で示された学生 1 人あたりの
発信数は 1 回の授業で最大 20 回を超えて発信する学生がおり、熱心な学生は積極的に発言
していたことが分かる。特に授業 1 では常に積極的に発言する学生が 1 名おり、その学生
の存在が授業 1 の中での学生の発言数の大きな変化にもつながったと考えられる。チャッ
トでの発信は、授業開始当初、単語のみや記号で答えることもあったため、発信の数だけで
は結論付けられないこともあるが、90 分対面授業でも 20 回も発言や何らかの意思表示を
する学生はまれであり、30 分程度の授業でこのような数になるのは積極的参加があったと
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